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The Theory of "Educational Relations" by W. Dilthey: 















教育者と被教育者の人間関係を表す「教育的関係」 (padagogischer Bezug) と






をめぐる実践的関心とそれと結びついた理論的反省の萌芽は， ノ ー ルにはるかに
※宮崎大学教育文化学部
勿 一
し て存在し て い た。 例えば『教育 的 関係 の 理 論』(Die Theorie des 
padagogischen Bezuges)においてヘルツ (H. Hertz)は，「教育的関係」論の
「古典的な」提唱者として ， ルソ ー (J-J. Rousseau), ペスタロッチ(J. H. 
Pestalozzi), ヘルバルト(J. F. Herbart), シュライエルマッヘル (F. D 攀 E.
Schleiermacher)の名前を挙げている叫しかし彼らへの遡及が正当であるにし
ても， ドイツ教育学， とりわけノ ールを含めた精神科学的教育学派にとって「教
が， 学的主要関心事の一つとなっており， 根源的
て， それが独自
















対象は，『ヴィルヘルム・ディルタイ全集j (Wilhelm Dilthey Gesammelte 
Schriften)第9巻「教育学」(Padagogik)所収の「教育学体系の梗概」(Grund­















(Einleitung in die Geisteswissenschaften)第1巻，『体験と創作』(Das
Erlebnis und die Dichtung)の三点を除いて， 生前デイルタイは， まとまっ
作を全く公にしていない。 そのため彼に最も近しい弟子の一 人であるミッシュ







組織的な構成を見せてはいない。 ボルノウ(0. F. Bol1now)の「ドイツ哲学にお







主義を批判し，「精神 科学における歴史的世界の構成』(Der Aufbau der 





しかしドイツにおいては， ダ ーマ ー (I. Dahmer)とクラフキ(W. Klafki)に
よって『その時代の終焉にある精神科学的教育学 ー エ ー リッヒ ・ ヴェ ー ニガ ー 』
(Geisteswissenschaftliche P註dagogik am Ausgang ihrer Epoche-Erich Weniger) 
が刊行された1968年に相前後して， グロ ー トホフ(H-H. Groothoff)の「デイル
タイの『科学的教育学』 の構想について」(Uber Diltheys Entwurf einer
"wissenschaftlichen Padagogik")とヘルマン(U. Herrmann)の『ヴィルヘル
ム・デイルタイの教育学』(Die Padagogik Wilhelm Diltheys)を直接の契機とし





















いて著された「普遍妥当的教育学の可能性について」（餅元r die Moglichkeit einer 
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allgemein叫tigen padagogischen Wissenschaft)がある程度である。 しかしこの
論文は， デイルタイが最初に意図した「個別的な精神科学の論じ方の例としての
教育学体系の綱要」(14) を教育学の普遍妥当性の問いに縮小したものであり，「大き




講義を担当していた。 第一は， ブレスラウ大学であり， そこでは1874年の夏学期，
1874·75年の冬学期， そして1878·79年の冬学期に教育学講義を担当していた。
第二は， ベルリン大学であり， そこでは1884年の夏学期から1894年の夏学期まで，
すなわ ちシュトゥンプ(C. Stumpf)に心理学講義を， パウルゼン (F. Paulsen) 
に教育学のそれを引き継ぐまで教育学講義を担当していた。 このうち ベルリン時
代の「教育学の歴史と体系」(Geschichte und System der Padagogik)の草稿が，
ボルノウによって校訂・編集され ， 全集第9巻として1934年に刊行されている。
本研究がとりわけ注目しようとする「教育学体系の梗概」は， その後半部分であ
り ， そしてその第3章「被教育者に 対す る関係に おける 教 育者の記述」





















年にミル(J. S. Mill)の『論理学体系』(A system of logic)を独訳する際に， そ
れが，〈moral science〉（道徳科学）の訳語として採用されたことを契機としてい






域である (20) 。 またそれは， 厳密な自然科学的方法に基づく客観的理解に対して方








































ある」と述べている。 大抵マンハイム(K. Mannheim)やバルト(P. Barth)に
帰せられるところの， この定式に従うならば， 狭義の教育活動， とりわけ「社会
における成長した者と成長しつつある者の間の関係」としての「教育的関係」が，
どのような社会的諸関係に由来し， どこに基礎を持つものであるのかが， 当然問











あり， そうした関係の基礎が， 家庭における親子関係， とりわけ「父親の支配の








の原理によって引き起こされる」。 ディルタイによれば， 本来家庭それ自体は， 自










は， 次のように述べている。「未成年者が， 彼の教育者に従属して， この教育者に
き難く結ばれており， 教育者が， 義務と権利によって被教育者に対する教育的
支配を委託されているという， この関係は， 根源的に家庭生活において与えられ














ていること さらにそれが， 背後にある諸々の支配関係， つまり
体， 国家， 教会と によって規定されるものだととらえているのである (25) 0 
ペスタロッチの『隠者の夕暮』(Die Abendstunde eines Einsiedlers) の冒頭の言
葉にしても同様に解することができる。「神の父ごころ(Vatersinn), 人間の子ご
ころ(Kindersinn)。君主の父ごころ， 国民の子ごころ。それがすべての幸せのも


























































とらえた魔術的な力」(32) を持った教育的天才であったし， コメニウス(J.A 葦
Comenius), ペスタロッチ， フレ ー ベル(F. W. A. Frobel)等もまた， 疑いなく
教育的天才であった。 そしてヘルバルトもまた， プラトンやソクラテスのエロス
に基づいた「教育的関係」の古典的形式を最も典型的な形で実現した人物として，
デイルタイによって教育的天才の花冠を与えられている。 アスムス(W. Asmus) 











が， 教育愛の重要な要素を成しているのである。 そしてデイルタイは， 次のよう
に述べている。「我々は， 一人の人間を， ただ彼とともに感じ， 我々の中で彼の心
の動きを追体験することによってのみ理解する。 すなわち我々は， ただ愛によっ
てのみ理解するのである。 そして愛の術によって， 我々自身の感情をおぼろげで




なのであり，決しで悟性ではないということが， このことに関連するのである 」(35) 0 
愛は，感情であって， 理性や悟性ではないという見解を， デイルタイはヘ ー ゲル
(G. W. F. Hegel) から学んでいる。 それは，「キリスト教の精神と その運命」





tiber Seelenleben)」， そして「心の形成， 伝達， 方法， 教授に関して掘り下げた
創意工夫(grtibelnde Erfindsamkei t)」 の三つを教育愛に付加し， それらをもっ
て教育的天才の特徴としている (37)。ここからデイルタイの言う教育的天才とは，





































ば， それは，「教育的関係」にかかわるデイルタイ ー ノ ール間の影響関係の内実を
明らかにすることである。 今後において筆者は， デイルタイの「教育的関係」論
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〈付記〉本研究は， 筆者の2001(平成13)年筑波大学審査博士（教育学）学位申請
論文「ドイツにおける『教育的関係』論の展開」（未公刊）の特に第1章第2節
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